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青年期前/中 期の抑 うっ傾向と自己観 ・自己意識との連関

石 井 佑可子

1.問 題 と目的

(1)抑 うつ1の アナ ログ研究

近年軽 度の抑 うっ を扱 った アナログ研究が、臨

床現場 への示唆や、 それ 自体 の過程を解明す るた

めに社会 心理学 の分野で盛ん に行われてきている。

そ もそ も抑 うつに陥 りやす い人の認知傾向を探

る諸研究 はBeck(1976;大 野 訳 、1990)が うっ

は感情 の障害の結果 認知が歪 むので はな く、認知

が独特 に ネガテ ィブに歪んだ結果、抑 うっ的 な感

情 を引 き起 こすのだ と指摘 し、 ネガテ ィブな認知

スタイルに注 目した ことか ら始 まった。 その後研

究が重 ね られ、幾 っかの理論 が生 み出 され た。

代表的な もの と して はコ ントロールの予期 に焦

点 をあて たAbramson,Seligman,&Teasdale,

(1978)ら の 改訂版学習性無力 感理論 が あ る。 こ

れ はネガテ ィブな出来事 をど うす ることも出来 な

い とい う見通 しが抑 うっにっなが るのだが、 その

際の コン トロール不能感 と抑 うっを媒介 してい る

の は誤 った原因帰属 であ るとしている。 またその

他 に ももともと抑 うつ的な帰属 ス タイルを持 っ人

がネガテ ィブな出来事 にあ うことで抑 うっ に陥 る

の だ とす る素因 一ス トレス モ デ ル(Metalsky,

Abramson,Seligman,Semmel,&Peterson,19

82)な どが ある。

その中 で抑 うつ の 自己注 目ス タイル(Pyszc-

zynski&Greenberg,1987)を 説 明 す る3段 階 モ

デル(坂 本、1997、1998)が 関 」L・を集 めて いる。

抑 うつの 自己注 目ス タイルとは自己注 目(自 分

に意識を集 中 して いる こと)と 抑 うつ状態 が類似

していることに着 目 した もので、大 まか に言え ば

「自己へ注 目 しやすい人 は抑 うつ に陥 りやす い」

ということを主張 して いる。

自己へ注意 を向 ける ことで何が起 こるの だろ う

か。 自己注 目にっいて表 したDuval&Wicklund

(1972)の 客体的自覚理論によると、「客体的自覚

状態(外 部 と自己のうち、自己へ注意を向けてい

る状態=自 己注 目状態)」 にある人 は自己を意識

することで自分が注 目している側面についての適

切さの基準 ・あるべき理想の状態が明白にされる。

それに従 って自己評価が行われると理想自己と現

実自己のギャップを意識せざるを得なくなり、結

果 として理想に達 していない自分に気付 くことか

ら不快感情を抱 くという現象に陥る、 という過程

を辿るという。Pyszczynskiら はこの状態 と抑 う

っとの共通点を挙げ、抑 うつ的な自己注目スタイ

ルを提案 している。抑 うっについての殆どの研究

が抑うっ的な認知の様相に焦点を当てているのに

対 して、この理論では、個人が持っネガティブな

信念や認知スタイルの内容にっいては特に問題に

していない。彼 らの理論はその抑 うっ的な認知が

如何に引き出され、また如何に持続 していくかに

ついて言及 している。そ してそれによって抑うつ

の 「発生」「維持」の過程を明らかにす ることが

出来る点で有効といえる。

しか し自己注目と抑うっ現象とは類似 してはい

るものの、全 く同 じなわけではない。 ポジティ

ブな出来事 の後の自己注 目は抑 うっとは逆の結

果を生むことも考えられるし、 また先に挙 げた

DuvalとWicklundの 客体的自覚理論では自己注

目の結果行われる自己評価で不快感情を抱いた後、

その状態から脱するために注意をそむける過程に

ついても述べられている。 自己注 目状態 は誰 もが

経験するが、通常 はそこで抑うっに陥ることを回

避するように対処するので自己注目自体が抑 うつ

の説明になるものではない。そこで坂本(1997)

は自己注目から抑 うっの発生 ・維持過程を明らか
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にするために3段 階モデルを提起 し、抑 うっと自

己注目との関係を更に明確にしようとした。3段

階モデルは時間的流れに沿 った自己注目の始発 ・

作動 ・持続の各段階からなっていて、それぞれの

段階に、抑うつが起こるきっかけ ・抑うっの発生 ・

抑 うつの維持が対応づけられている。 このモデル

の利点 として坂本は原因帰属行為のしやすさや抑

うっの発生 ・維持にっいて説明できることをあげ

ている。また抑 うっか らの回復へ も示唆を与える

ことがで きると主張する。

自己注目と抑 うっとの関係を調査 した研究には

自己意識尺度 と抑 うっとの関連を調べたものがあ

る。自己意識とは自己注目のうち、自己へ注意を

向けやすい性格特性を指す(押 見、1990参 照)。

Feningstein,Scheier,&Bussら(1975)に よる

と、自己意識には身体的特徴や行動的特徴 ・人格

的特徴などの他者によって観察され気付かれうる

自己の状態である 「公的自己意識」 と、感情や欲

求 ・生理的状態などの本人にのみ気付かれる内面

的な 「私的自己意識」、そして 「対人不安」があ

るとされている。抑 うつと自己意識 との関係にっ

いて検討 したこれまでの研究を坂本(1997)が ま

とめたところによると、サンプル(大 学生と臨床

うつ患者)や 文化(日 米など)を 問わず、私的自

己意識と抑 うっとの有意な相関が報告されている。

また3段 階モデルに則 った研究については、それ

ぞれの段階毎に研究がなされている(坂 本、1994、

1997、1998な ど)。

② 青年期前期 ・中期の抑うつ傾向

抑うっのアナログ研究の対象者は、多 くが大学

生などの成人期にあたる人々である。 しか し臨床

の領域では児童期 ・青年期前期から既 に抑 うつが

存在することが一般的に認知 されている。例えば

大井(2001)は 特に14、15歳 以降になるとうっ病

に生物学的条件ではなく、心因的な要因が重要な

役割を果たすようになると述べている。それにも

関わらず、 これらの時期を対象 とした実証研究は

数少ない。成人期へ向けて抑 うっがいかに萌芽 し、

また連続 していくのかなど臨床場面でも未だ明 ら

かにされていない問題 も多 く、抑うっの初期発生

のメカニズムを探ることは重要な課題である。

Garber(2000)は 児童期 ・青年期を対象とし

た抑 うっの諸研究を総説 し、児童期中期にあたる

8歳 頃か らネガティブな認知 ・説明スタイルと抑

うつの関係が成人と類似 したような形で見られ、

中学生頃の年代になると認知の素因一ス トレスモ

デルがあてはまるようになるのではないかと述べ

ている。 しか し自己注目と抑 うつの関係にっいて、

児童期 ・青年期を対象に調査 した研究は殆どない。

そこで本研究では青年期前/中 期にあたる中学

生 ・高校生を対象 とし、自己注目と抑 うっ傾向と

の関係を調査することとした。

但 しこの年代は身体的 ・心理的 ・社会的におい

て大 きな過渡期にあり、自己や他者に対する認識

が成人期 とは大 きく異なる可能性がある。自己注

目と抑 うつの関係を取 り上げる際には、その特徴

を考慮に入れる必要があるだろう。

青年期は思春期とともに始まる。よって、青年

期前期の大きな特徴は第二次性徴を迎えた身体の

著 しい変化である。身体が大きく変化することで、

それまでの幼児的な自己イメージを維持 し続ける

ことが難 しくなり、自分自身 に対する概念を変え

ざるを得な くなる。同時に、家族からの情緒的な

独立を果たそうとするのもこの時期である。そし

て、養育者からの情緒的自律性を獲得するのとい

わば引き替えに仲間との親密な関係性の形成に多

大な関心を寄せる。 しかしこの状態を単純にポジ

ティブなものとばかりは言い難い。仲間関係は、

それまで依存 していた家族との分離による不安定

さを補 うため、やむを得なく結ぶ ものとも考えら

れる。家族 との間で通す ことのできた自律性を仲

間の中では貫けないということが多々あるとして

も、家族か らの心理的独立を果たして しまった以

上仲間との関係を壊す訳にいかず、 自分を曲げて

何とか維持 しようとして しまうこともあるだろう。

つまり関係に依存することが、同時に関係からの

圧力に屈することにもなりうるのである。その結

果、不本意ながらも周 りにっいっい合わせてしま

い思 うままの自分を出すことが出来ずに悩むこと
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もあるのではないか。

そのような状況の中で、 この年代は他者から自

分がいかに見 られているか、またその他者との関

係性をいかに壊さず調和的に維持 し得るのかといっ

たことにm病 的なまでの敏感さを有することも

あるだろう。前述の身体的な変化によって外見が

大きく変わっていくこととも合わせて、この時期

は自分の内面にある思考や理想よりも 「見 られて

いる自分」を特に強 く意識 し、また重視 している

のではないか。

以上のことから青年期前期・中期の抑 うつ と自

己注目との関係を探る際には、まず初あに彼 らの

抑 うっが自己意識のどの側面と関係するのかにっ

いて探ることが重要である。つまり成人を対象と

した調査での私的自己意識との関係のみならず、

周 りか ら見 られている自分を意識する公的自己意

識 とにっいて もその連関を調べる必要があると思

われる。

また仲間関係への依存の時期という点から、関

係自体への関心にっいても検討する必要がある。

公的自己意識状態にあっても、注意を向けている

対象は自分 自身である。その際注意を向けている

自分が関係 にどの程度拘泥 しているのか、関係の

どの位置におかれているのかにっいての見解は問

われない。 しかし、青年期前期/中 期の 「見 られ

る自分」を考えると、単に周 りか ら見 られている

という意識だけではなく、その見 られている自分

が周りの人 とどのような結びっきを持っているの

かについての信念 も重要な要素であろう。

そこで本研究では関係への依存、拘泥について

も自己意識 と同様に抑 うつとの連関を探ることと

した。関係性への依存の測定には、相互独立的一

相互協調的自己観の概念を用いることとした。

相互独立的自己観と相互協調的自己観はもとも

と文化的に共有された自己観の分析モデルとして、

Marcus&Kitayama(1991)が 分類 したもので

ある。相互独立的自己観とは、 自己は他者から区

別 され独立 して存在 しており独自性を出すことが

必要と考える自己観である。一方相互協調的自己

観 とは、自己は他者や周囲の出来事と深 く結びっ

いており関係の中に存在 しているという自己の捉

え方である。今回は関係への依存について、他者

や関係に応 じて自己をいかに調整する必要を感 じ

ているかを問うことで把捉可能 と考え、 この相互

独立的自己観を 「関係に拘泥 しない信念」、相互

協調的自己観を 「関係に依存する信念」 と捉えて

使用した。

(3)尺 度について

アナログ研究で抑 うつの程度を測るときには通

常 自己記入式の質問紙を用いる。多 くは抑 うつの

重症度を測るもので、各項目への得点の総合点に

よって判断される。 しか しこの質問紙について北

村(1995)は 、項目が多い尺度への回答は調査参

加者の集中力や協調性によっては困難で、 うつに

関 していえば極度に重症な患者の総合点が却って

低 くなることもあると指摘する。また北村は、う

っ病の質問票の妥当性について最近問題視されて

いることとして、身体症状の混在によるバイアス

をあげている。うっ病の診断基準には体重の増加

や減少などの身体面にかかわるものがあり、自己

記入式の質問票にもそれに沿う質問がい くっかあ

げ られている。 しか しこの質問では例えば痴呆や、

悪性腫瘍が並存 し治療薬の副作用が認められるよ

うな場合に抑 うっ以外の原因で得点が高 くなって

しまい、偽相関が生 じる可能性が増大してしまう。

今回対象 となる中学生や高校生にっいても先ほど

述べた通 り、身体が大 きく変化する時期にあるた

あに普段から身体の調子が気になったり、体重の

変動が激 しくなったりしていることは十分予測で

きる。よって本研究では島 ・鹿野 ・北村 ・浅井 ら

(1985)の 抑うつ尺度の各項 目にっいて北村(19

95)が 偽相関の可能性を検討 しまとめた結果に従っ

て不適当と思われる項目を省き、その中から更に

中学生 ・高校生の抑 うっに関係すると思われる項

目を選んだ2。項 目数に関 しても楽に答え られる

であろう数を考慮 して、原尺度の52項 目のうち14

項目を採用 し調査に使用 した(Table1)。 また原

尺度は項目についてはい/い いえで答える形式の

ものだったが、今回は他の尺度と一貫させる形を
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取り、4件 法で回答を求めた。

自己意識については、後藤 ・向山 ・辻 ・黒丸

(1989)ら が中学 ・高校生を対象 に作成 した14項

目からなる尺度を用いた。これはFeningsteinら

(1975)が 作成 した自己意識尺度 に基づいて自己

意識を発達的な見地か ら捉えて作成されたもので

ある。内容 は、私的自己意識にっいて問 うもの4

項目、公的自己意識 について問うもの5項 目、対

人不安について問うもの5項 目か らなる。

相互独立的一協調的自己観 については高田 ・大

本 ・清家(1996)の 作成 した改訂版相互独立的一

相互協調的自己観尺度から項 目を選択 し用いた。

原尺度は20項 目、4因 子(評 価懸念、独立性、個

の認識 ・主張、他者への親和 ・順応)か らなり、

7件 法である。調査の対象に中学1年 生も含まれ

ていて、自分についての質問に正 しく7っ の選択

肢の中から選ぶのが困難な場合 もあろうという学

校側か らの指摘があったことと、質問数が多いと

回答自体が負担 となることから、4件 法に改め、

各因子か ら因子負荷量の高いものを選び、評価懸

念について2項 目、独断性にっいて3項 目、個の

認識 ・主張について3項 目、他者への親和 ・順応

について3項 目か らなる11項 目を使用 した。全体

的には相互独立性の項目数6、 相互協調性の項 目

(Table1使 用 した質問項 目;抑 うっ)

抑 うつ 質問項目

1ひ どくいらいらする

2決 められた仕事はやり続けることができる

3本 や新聞などの長い文章を苦労せずに集中して読め

る

4寝 付きが悪い

5そ わそわして落ち着かない

6自 分がっまらないように感じ、恥ずかしく思う

7何 をやっても楽しくて、っまらないなどとは思わな

い

8声 の調子が沈んで元気がない

9怒 りっぽい、神経がピリピリしている

10気 分がいい

11ご 飯がおいしい

12歩 き回っていなくては気が済まない

13人 からは落ち着いているように見えると思う

14他 の人と同じくらいには能力があると思う

数5か らな る(Table2)。

(Table2 使用した質問項目
;相互独立的一 相互協調的自己観)

相互独立的一 相互協調的自己観 質問項目

(相互独立的自己観)

1常 に自分自身の考えを持つようにしている

2最 良の決断は、自分自身で考えたものであると思う

3自 分でいいと思うのならば、他の人が自分の考えを

何と思おうと気にしない

5自 分の周りの人が異なった考えを持っていても、自

分の信じるところを守り通す

9自 分の意見をいつもはっきり言 う

11い つ も自信をもって発言し、行動している

(相互協調的自己観)

4相 手 は自分のことをどう評価しているかということ

から、他人の視線が気になる

6他 人と接するとき、自分と相手との間の地位や相対

関係が気になる

7仲 間の中での和を維持することは大切だと思う

8自 分の所属団体の仲間との意見が対立することを避

ける

10人 と意見が対立したとき、相手の意見を受け入れる

ことが多い

2.方 法

(1)調 査 対象者

大阪府下Y中 学校 全生徒604人 の うち、 回答 に

不備が あ った ものなどを除 く497人(1年 男 子81

人 、 女子86人 、2年 男子82人 、 女子78人 、3年 男

子70人 、 女子100人)と 、大 阪府 下 のT高 校1、

2年 生の うち、回答 に不備の あったものなどを除

く503人(1年 男 子137人 、 女子146人 、2年 男子

116人 、 女子104人)計1000人 。

② 質問紙の構成

① 相互独立的一相互強調的自己観尺度:改 訂版

相互独立的一相互協調的自己観尺度(高 田他、

1996)よ り、11項 目を使用。

② 自己意識尺度:中 学 ・高校生における児童用

自己意識尺度(後 藤ら、1989)を 使用。

③ 抑 うつ尺度:島 ら(1985)の 尺度から14項 目

を使用。3

また、 フェイスシー トで学年、性別、 クラブ、
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塾 へ通 って いるかど うかを問 うた。

(3)手 続 き

各学校へ依頼 し、学級 ごとに質問紙 を配布 し回

答 して も らった(調 査期間;中 学校2002年4月 中

旬、高校2002年11月 上 旬～中旬)。 各 項 目 につ い

て それぞれ 自分 に、1.全 くあてはま らない2.

あ ま りあて はま らな い3.少 しあてはまる4.

と て もあて はまる の4段 階評定で回答を求あた。

3.結 果

抑うつ傾向得点と、私的自己意識、公的自己意

識、相互独立的自己観、相互協調的自己みの各得

点 を求め、抑うっ得点とそれぞれの要因得点との

相関を男女、年代別 に求めた(Table3～6)。

[中学 生男 子]

相 互独立 的 自己観(一.26)と の 間 に有 意 な負 の

相 関が見 られた(p〈.001)(Table3)。

[中学 生女子コ

公 的 自己意識(.20)と の間に正の相関(p〈.001)、

相 互独立的 自己観(一.25)と の 間 に負 の相 関 が

有意 に見 られた(p〈.001)(Table4)。

[高校 生男子]

公 的 自己意 識(.14)(p<.05)・ 私 的 自 己意 識

(.17)と の 間 に正の相 関(p<.001)、 相 互 独立 的

自己観(一.18)と の 間 に負 の相 関 が有 意 に見 ら

れ た(p〈.00i)(Table5)。

[高校 生女子]

私 的自己意識(.17)・ 相 互協調 的 自己観(.14)

と の間 に正 の相関(p<.05)、 相 互独 立 的 自己観

(一.13)と の 間に負 の相関が有 意 に見 られ た(p

<.05)(Table6)0

4.考 察

抑うつに影響する自己の側面は学年、性別ごと

に違いが見 られ、一部成人期 と異なる傾向が見 ら

れた。

まず自己意識について性別 ごとに影響する側面

の変遷をそれぞれ追 っていくと、男子は中学生の

Table3抑 うつと各側面との相関;中 学生男子

(N=233)
囑

抑 う っ 公的自己 私的自己 協調自己 独立自己一
抑 う っ1.os.os.10-.26**

公的自己1.33**.35・*.16'

私的自己126**.08

協調 自己1-.15*

独立 自己1

*.1%水 準で有意(両 側)

*5%水 準で有意(両 側)

Table4抑 うつ と各 側 面 との 相 関;中 学 生 女 子

(N=264)

抑 う っ 公的 自己 私的 自己 協調 自己 独立 自己

抑 う っ1.20**.05.10-.25**

公的 自己1.38**.44**.03

私的 自己1.21**.1g

協調 自己1-.13

独立 自己1

**1%水 準で有意(両 側)

*5%水 準で有意(両 側)

Table5抑 うつ と各 側 面 と の相 関;高 校 生 男 子

(N=253)

抑 う つ 公的 自己 私的 自己 協調 自己 独立 自己

抑 う っ1.14*.17ss.11-.18**

公的 自己1.34**.51**-14 

私的 自己1.22k*.25**

協調自己1-.29**

独立自己1

**1%水 準で有意(両 側)

*5%水 準で有意(両 側)

Table6抑 うっ と各 側 面 との 相 関;高 校 生 女 子

(N=250)

抑 う つ 公的 自己 私的 自己 協調 自己 独立 自己一
抑 う っ1.10.17*,14*一.13*

公 的 自 己1.39**.49**-io

私 的 自 己1.29**.09

協 調 自 己1-.28**

独 立 自 己1

**1%水 準 で有 意(両 側)

*5%水 準 で有 意(両 側)
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段階では公的 ・私的自己意識共に抑 うつとの関係

が見 られず、高校生になって公的 ・私的自己意識

両方との関係が出現するようになっている。それ

に対 して女子では中学生の時点で既に公的自己意

識と抑うっとの関係が見 られ、高校生になると私

的自己意識との関係へ移っていくという結果が得

られた。

小学校高学年における自己意識を検討 した桜井

(1992)に よると、小学校5・6年 生 の時点では

女子の方が男子よりも公的自己意識が高いという

結果が示されている。児童期後期か ら青年期前期

にかけて、総 じて女子の方が 「見 られている自分」

をより早 く感知 しているようである。 これは思春

期が女子においていち早 く到来することに密接に

関係すると考えられる。つまり公的自己意識 と抑

うっとの関係 は、男女 ともに思春期の発動がきっ

かけとなって現れるといえる。思春期における身

体イメージの変化に戸惑い、またそれと連動 して、

自分自身が周 りからどのように思われているかに

っいての懸念が多 くなっていくのだろう。その結

果自分の外面に関する情報を多 く仕入れようとす

ることで、公的自己意識が特異的な高まりを見せ、

抑 うつ的な自己注目の型になるのかもしれない。

いずれにしても、青年期前期/中 期の間に公的

自己意識が抑 うっと関係する時期を男女共に経て

いるということが示されたことで、 この時期の抑

うっ傾向における 「見 られる自分」の重要性が示

唆された。

また、女子において高校生になると公的自己意

識が抑 うっと関連 しなくなることや、私的自己意

識と抑うつとの関係への変換にどのような背景が

あるのかについてはいくつか解釈が考え られる。

一つには、身体の変化が落ち着 きを見せ、自己

のイメージが安定することで、今度 はより自分の

内面 に関心が向いていくのではないかということ

が挙げられる。 また、中学生 と高校生の環境の変

化からも解釈が出来 る。高校生になるにつれて、

初期の仲間関係への盲 目的なのめり込みから変化

して、自分に合 った仲間を選択する付 き合い方が

出来 るようになるのではないか。高校生は中学生

に比べて行動範囲がより広 くなり、生活の場も分

化 していく。そのどこかで自分の興味や関心を共

有できる仲間が得 られる確率 も高 くなる。そうし

た仲間たちとの関係の中で、一度失っていた自律

性を再び取 り戻すことができるようになるのであ

ろう。周 りから見 られている自分についても、何

もか も意識 してしまうのではなく、自分にとって

必要な側面にのみうまく意識を高あ、適切な程度

で自己評価 との折 り合いをっけることができるよ

うになるのかもしれない。さらには例え公的自己

意識が高まったとしても、抑 うっに陥 らないよう

に調整する方略をこの時期に身につけていく可能

性 も考えられる。

成人期への連続性に関 しては高校生男子 ・女子

における抑 うっと私的自己意識との関係が成人期

を対象 とした先行研究と同 じ結果を得たことから、

抑 うつと連関する自己の側面が青年期前期 ・中期

で公的自己意識か ら私的自己意識へという過程を

経て、既 に証明されている成人期型の抑 うつ傾向

へ推移 していくと予想できる。

次に抑 うっと関係性への依存 との関係について

であるが、相互協調的自己観 と抑 うつ との関係は

学年、性別を通 して殆 ど見 られなかった。 この時

期、関係に依存 し状況志向的な自己観を持 ってい

ること自体は抑 うっには関係 しないということに

なる。関係を維持 しようと心を砕 くことは、この

年代にとってはごく自然なことで苦労や不快感と

して意識に上 ってくることが特に無いのかも知れ

ない。 しか し高校生女子においてわずかではある

が相互協調的自己観が抑うっと関係することから、

その後青年期後期 ・成人期へと成長するにつれて、

相互協調的自己観が抑 うつと関係するようになる

可能性はある。このことにっいては、対象を広げ

た調査によって明 らかにすることができるだろう。

反対に相互独立的自己観にっいては、年代、性

別を通 して全て抑うっと有意な負の相関が見 られ

た。全体的に他者 との協調的関係の維持に関心が

深まるこの発達期において、相対的な関係にとら

われず自分 自身を貫 き得る個人は抑うつに対 して

ある種防御的な心理的構えを有 しているとも解釈
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できる。

抑 うっの自己注目スタイルや3段 階モデルでは、

抑 うっと負の関係にある自己観については論 じら

れていない。 どのような過程を辿 って相互独立的

自己観が抑うっに負の影響を及ぼすのかについて

解明することで、抑 うつからの回復や、ひいては

その予防に関する新 しいモデルを作ることが可能

となるかもしれない。

また相互協調的自己観と同様この関係が成人期

以降も連続 して見 られていくのか、変化するのか

についても吟味する余地がある。

今回は青年期前期/中 期の抑うっ的自己注目ス

タイルについて探索的に調査を行 った。成人期と

異なる傾向が見出せたことにっいては意義がある

といえる。ただし、今後抑うっと 「見られる自分」

との関係について十分に説明するためには更なる

調査が必要である。初めにも述べた通 り、自己注

目が即ち抑 うっということではない。そのため自

己の側面に単に意識が高まることが抑 うっ的とは

いえず、それだけでは抑 うつとの関係についての

十分な解釈にはならない。抑うっにより密接に関

連する自己の在 り方を既存の自己意識概念に頼 ら

ず考案 し、検討 していくことが求あられるであろ

う。

また、関係依存にっいても検討が必要である。

今回は相互協調的自己観で測定 した関係への依存

と、抑うっとの関係 はほとんど見 られなかった。

しかし関係への依存 ということを今回のような状

況志向的な状態だけはなく範囲を広げて捉えるこ

とで、抑うっとの関係 は見られるかもしれない。

例えば共感性の発達において、中高生の時点では

「助 けを必要 としている他者を見た ときなどに、

自分が不安 になってしまい、他者の状況に対応 し

た行動を取れなくなり、苦痛を覚える」という個

人的苦痛がその後の段階に比べて高 く見 られると

いう報告がある(登 張、2003)。 このように他者

の感情に巻 き込まれて しまう形での他者への囚わ

れという点からも抑 うっとの関係を調査すること

が要される。

今後は本研究の結果を踏まえ、詳細な検討が求

められる。その上で、すでに成人期を対象に行わ

れているような3段 階モデルに応 じた研究を更に

進めると、この時期の抑うつや、その回復への示

唆などにっいて一層の理解が深まるのではないだ

ろうか。
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注

1「 抑 うっ」とはDepressionの 訳語であり、気分症

状としての抑 うつ気分(depressionmood)、 症 状

のまとまりとしての抑 うつ症候群(depressivesyn-

drome)、 疾病単位としてのうっ病(depressiveill-

ness)な どの意味があるが、 ここでの抑 うつとはア

ナログ研究の対象となる軽度の うっ状態、抑 うっ傾

向を指 している。

2調 査実施の1ケ 月ほど前に中学校で授業中に生徒

が死亡する事故があったため、対象生徒たちに精神

的 ショックを与えないよう配慮 し、抑 うつ尺度か ら

「自殺」など、死を連想させる表現のある項 目は省い

た。

3中 学生用の質問紙のみ、質問の文章が難 しい項目

について中学校の教師の指示に従 って分か りやすい

表現に改め、ふ り仮名をつけた。

(修士課程)
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